
 

 

 

 
 

「障害者の社会参加に関する特別世論調査」の概要 

 
平成１７年 ２月 

内閣府政府広報室 

 

 

 

調 査 対 象   全国２０歳以上の者 3,000 人 

          有効回収数：2,047 人（回収率 68.2％） 

          調査期間 平成 17 年１月 13 日～１月 23 日 

 

 

 

調 査 目 的   障害者の社会参加に関する国民の意識を調査し、今後の施策の

参考とする。 

 

 

 
調 査 項 目  (1) 「共生社会」の知名度及び考え方について 
         (2) 身近に障害のある人がいたことがあるか 
         (3) 将来自分や家族が障害のある状態にあることがあり得ると 

思うか 
         (4) 障害のある人の相談相手や手助けをしたことがあるか 
         (5) 障害のある人の社会参加の機会を広げるためにできること 
 
 

 

 

 

 

 

＜お願い＞ 

本資料の内容を引用された場合、その掲載部分の写 

しを下記宛に御送付ください。 

 

内閣府大臣官房政府広報室 

世論調査担当 

 

〒100-8914 東京都千代田区永田町１－６－１ 

電話 03(5253)2111 内線 82780～82783 

 

 
 



「障害者の社会参加に関する特別世論調査」の要旨 

 

平 成 1 7 年 ２ 月 

内閣府政府広報室 

 

調査時期：平成17年1月13日から平成17年1月23日 

調査対象：全国20歳以上の者3,000人 

回収結果：2,047人（68.2％） 

 

 

１ 「共生社会」の知名度及び考え方について 

平成17年1月 

・聞いたことがあり、賛同できる                      40.0％ 

・聞いたことはあるが、賛同できない                     2.0％ 

・聞いたことはないが、賛同できる                     46.9％ 

・聞いたことはなく、賛同できない                      2.5％ 

(ｱ)聞いたことがあ
り、賛同できる

(ｲ)聞いたことはある
が、賛同できない

(ｳ)聞いたことはない
が、賛同できる

(ｴ)聞いたことはな
く、賛同できない わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.0 2.546.940.0 8.5

・わからない                                8.5％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 身近に障害のある人がいたことがあるか（複数回答） 

・自分自身又は家族等身近な親族                      21.0％ 

・隣近所                                 20.7％ 

・学校                                  19.5％ 

・自分の職場                               13.3％ 

・身近にいたことはない                          36.9％ 

 

(ｱ)自分自身又は家族等身近な親族

(ｵ)隣近所

(ｲ)学校

(ｳ)自分の職場

(ｴ)仕事関係（(ウ)以外）

(ｶ)趣味等の活動

　 その他

(ｷ)身近にいたことはない

　 わからない

21.0

20.7

19.5

13.3

8.4

3.5

2.4

36.9

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

(%)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 1 -



３ 将来自分や家族が障害のある状態にあることがあり得ると思うか 

平成17年1月 

・十分あり得ると思う                           40.7% 

・ある程度はあり得ると思う                        29.2% 

・どちらともいえない                           15.3% 

・あまりあり得ないと思う                          3.9% 

・ほとんどあり得ないと思う                         3.8% 

・現在自分や家族に障害がある                        2.1% 

 
(ｱ)十分あり得ると思う

(ｲ)ある程度はあり得
ると思う

(ｶ)現在自分や家族に
障害がある

(ｳ)どちらともいえない

わからない

(ｴ)あまりあり得ないと
思う

(ｵ)ほとんどあり得な
いと思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.1 5.129.240.7 15.3 3.9 3.8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 障害のある人の相談相手や手助けをしたことがあるか 

（１）障害のある人の相談相手や手助けをしたことがあるか 

・あった                                 40.5% 

・なかった                                59.5% 

 

あった
40.5%

なかった
59.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談や手助けをしたことがない理由（「相談や手助けをしたことがなかった」と答えた者（1,217人））

（複数回答） 

・そのような機会がなかったから                      85.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｱ)そのような機会がなかったから

(ｴ)おせっかいになるような気がしたから

(ｳ)障害のある人とのコミュニケーションの方法がわからなかったから

ｵ)専門家や関係者に任せた方がよいと思ったから

ｲ)自分が何を求められているかわからなかったから

ｷ)関わるのが面倒だったから

ｶ)自分にとって負担になると思ったから

　その他

ない

85.0

6.3

4.7

4.4

4.1

2.0

1.6

1.1

2.4

1.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

(%)

(

(
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　特に

　わからない
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５ 障害のある人の社会参加の機会を広げるためにできること（複数回答） 

平成17年1月 

・困っていそうな場面を見かけたら、一声かけて自分にできる手伝いをする   76.0% 

・点字ブロックの上に物を置かない等、障害のある人のための施設や設備の   42.0% 

利用を妨げないよう注意する 

・仕事や地域活動をする上で、障害のある人のことも考えてみる        31.5% 

・障害者に関するボランティア活動に参加する                19.1% 

・簡単な挨拶ができる手話等のコミュニケーション方法を身につける      17.2% 

・障害疑似体験（アイマスクや車いすを使っての体験）など障害について学   14.4% 

ぶ機会があれば、参加してみる 

 

 (ｱ)困っていそうな場面を見かけたら、一声かけて自分にできる手伝いを
　する

(ｲ)点字ブロックの上に物を置かない等、障害のある人のための施設や
　設備の利用を妨げないよう注意する

(ｳ)仕事や地域活動をする上で、障害のある人のことも考えてみる

(ｶ)障害者に関するボランティア活動に参加する

(ｵ)簡単な挨拶ができる手話等のコミュニケーション方法を身につける

(ｴ)障害疑似体験（アイマスクや車いすを使っての体験）など障害につい
　て学ぶ機会があれば、参加してみる

その他

特にない

わからない

76.0

42.0

31.5

19.1

17.2

14.4

1.4

4.0

3.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0
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障害者の社会参加に関する特別世論調査 

 

調査時期：平成 17年 1月 13 日から平成 17年 1月 23 日 

調査対象：全国 20歳以上の者 3,000 人 

回収結果：2,047 人（68.2％） 

 

 

平成 17 年 2月 

       

 
話は変わりますが、次に時事問題として｢障害者の社会参加｣についてお伺いします。 
〔資料をよく読んでもらってから質問する〕 

 
〔資料〕 

 障害者基本法では、「障害者」を「身体障害、知的障害又は精神障害があるため、継続的に日

常生活又は社会生活に相当な制限を受ける者」と定義しており、以下の方のうち継続的に日常生

活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にある者が含まれます。 
 ○車いす使用等の肢体

し た い

不自由のある者 
 ○視覚障害や聴覚・言語障害のある者 
 ○人工透析

じんこうとうせき

や心臓ペースメーカーを使用している腎臓
じんぞう

や心臓等の臓器に障害のある者 
 ○知的障害のある者 
 ○自閉症や学習障害等の発達障害のある者 
 ○統合失調症、てんかん、うつ病等 
 
 昨年６月には障害者基本法が改正され、「障害を理由とする差別禁止」が法律の基本的理念と

して明記されました。これを受けて、政府は、障害のある者の社会参加を広げるための様々な施

策を推進するとともに、広く国民に対して、障害について理解し、障害のある者の社会参加の機

会を広げるために日常生活や事業活動の中で配慮や工夫をすることを呼びかけています。 

Ｑ１ 〔回答票 18〕「共生社会」とは、障害の有無等にかかわりなく、国民誰もが相互に人格と個性を 
  尊重し支え合う社会のことです。あなたは、この「共生社会」という言葉を聞いたことがあります 
  か。また、このような社会のあり方についてどのように考えますか。この中から１つだけお答えく 
  ださい。 
 
(40.0) (ア) 聞いたことがあり、賛同できる 

( 2.0) (イ) 聞いたことはあるが、賛同できない 

(46.9) (ウ) 聞いたことはないが、賛同できる 

( 2.5) (エ) 聞いたことはなく、賛同できない 

( 8.5)     わからない 
 
Ｑ２ 〔回答票 19〕これまで、あなたの身近に障害のある人がいたことはありましたか。また、それは 
  どのような場面でしたか。この中からいくつでもあげてください。(Ｍ.Ａ.) 

 
(21.0) (ア) 自分自身又は家族等身近な親族 ( 3.5) (カ) 趣味等の活動 

(19.5) (イ) 学校 ( 2.4)       その他（          ） 

(13.3) (ウ) 自分の職場 (36.9) (キ) 身近にいたことはない 

( 8.4) (エ) 仕事関係（(ウ)以外） ( 1.4)       わからない 

(20.7) (オ) 隣近所 

（Ｍ.Ｔ.＝127.0） 
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Ｑ３ 〔回答票 20〕あなたは、将来において、自分や家族が障害のある状態になることがあり得ると思 
  いますか。それともそうは思いませんか。この中から１つだけお答えください。 
 
(40.7) (ア) 十分あり得ると思う            ( 3.8) (オ) ほとんどあり得ないと思う 

(29.2) (イ) ある程度はあり得ると思う ( 2.1) (カ) 現在自分や家族に障害がある 

(15.3) (ウ) どちらともいえない ( 5.1)    わからない 

( 3.9) (エ) あまりあり得ないと思う 

 

Ｑ４ 〔回答票21〕あなたは、障害のある人の相談相手になったり、手助けをしたことがありまし 

  たか。 

 

 (40.5) (59.5) 
 (ア) (イ)   
      あった           なかった 

           (Ｑ５へ)  

 
 ＳＱ 〔回答票 22〕そのようなことがなかったのはどうしてでしょうか。この中からいくつでもあ 
   げてください。(Ｍ.Ａ.) (Ｎ=1,217) 
 

(85.0) (ア) そのような機会がなかったから 

( 4.1) (イ) 自分が何を求められているかわからなかったから 

( 4.7) (ウ) 障害のある人とのコミュニケーションの方法がわからなかったから 

( 6.3) (エ) おせっかいになるような気がしたから 

( 4.4) (オ) 専門家や関係者に任せた方がよいと思ったから 

( 1.6) (カ) 自分にとって負担になると思ったから 

( 2.0) (キ) 関わるのが面倒だったから 

( 1.1)    その他（                        ） 

( 2.4)    特にない 

( 1.6)       わからない 

（Ｍ.Ｔ.＝113.1） 

 
Ｑ５ 〔回答票 23〕障害のある人の社会参加の機会を広げるために、あなた自身にできると思われるこ 
  とは何ですか。この中からいくつでもあげてください。(Ｍ.Ａ.) 
 
(76.0) (ア) 困っていそうな場面を見かけたら、一声かけて自分にできる手伝いをする 

(42.0) (イ) 点字ブロックの上に物を置かない等、障害のある人のための施設や設備の 

利用を妨げないよう注意する 

(31.5) (ウ) 仕事や地域活動をする上で、障害のある人のことも考えてみる 

(14.4) (エ) 障害疑似体験（アイマスクや車いすを使っての体験）など障害について学 

ぶ機会があれば、参加してみる 

(17.2) (オ) 簡単な挨拶ができる手話等のコミュニケーション方法を身につける 

(19.1) (カ) 障害者に関するボランティア活動に参加する 

( 1.4)    その他（                         ） 

( 4.0)    特にない 

( 3.1)    わからない 
（Ｍ.Ｔ.＝113.1） 
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